
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　肌当接面、非肌当接面及びこれら両面間に介在された吸収体を有する吸収性物品であっ
て、
　前記吸収体は、上部吸収層と下部吸収層とが積層された積層部分を有しており、上部吸
収層は前記肌当接面側に位置し、下部吸収層は前記非肌当接面側に位置しており、
　前記吸収体の前記積層部分は、０．５ｇ／ｃｍ 2  荷重下では下部吸収層の見掛け密度が
上部吸収層の見掛け密度よりも低く、２０ｇ／ｃｍ 2  荷重下では下部吸収層の見掛け密度
が上部吸収層の見掛け密度と同一になるか又は上部吸収層の見掛け密度よりも高くなるよ
うになされており、
　

。
【請求項２】
　前記積層部分における上部吸収層の下部吸収層側の面は、エンボス加工により対平面接
触面積が減じられている請求項 記載の吸収性物品。
【請求項３】
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前記積層部分において、上部吸収層の下部吸収層側の面の対平面接触面積が、下部吸収
層の上部吸収層側の面の対平面接触面積よりも小さく、
　２０ｇ／ｃｍ 2  荷重下において、下部吸収層は、上部吸収層に接触した接触部分の密度
が上部吸収層に接触していない非接触部分の密度より高くなっており、且つ前記非接触部
分が、吸収体の厚み方向における前記接触部分と上部吸収層との接触境界面の位置を越え
て上部吸収層側に入り込んでいる吸収性物品

１



　
【請求項４】
　前記吸収性物品は、長手方向及び幅方向を有し、上部吸収層又は下部吸収層が、該吸収
性物品の少なくとも幅方向において、前記積層部分から外方に延出している請求項１～３
の何れかに記載の吸収性物品。
【請求項５】
　上部吸収層又は下部吸収層における、前記積層部分から延出した部分の前記非肌当接面
側の面に、対平面接触面積を減少させる加工が施されている請求項４記載の吸収性物品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、生理用ナプキン、パンティライナー、失禁パッド等の吸収性物品に関する。
【背景技術】
【０００２】
　生理用ナプキン等の吸収性物品に関する従来技術として、特許文献１には、表面材側に
配される上層及び裏面材側に配される下層を有する吸収体を具備し、その下層の密度を上
層の密度よりも高くした吸収性物品が記載されている。また、同文献１には、下層の密度
を高める具体的手段として、エンボス加工による凹部の形成が記載されている。
　また、特許文献２には、吸収性物品の吸収体に、平面視形状が直線を含まず且つ窪みが
無い形状のエンボス凹部を配置した吸収性物品が記載されている。
【０００３】
【特許文献１】特開２００４－１２１３８２号公報
【特許文献２】特開２００３－３３３９７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、特許文献１記載の吸収性物品においては、吸収体の上層には、エンボス加工が
施されていないため、上層が液を吸収すると該上層がへたってしまい、着用者の排泄部等
に対するフィット性を充分に向上させることができない。
　また、特許文献２記載の吸収性物品は、排泄部に対応する部位にエンボス凹部を形成し
ていないため、特許文献１と同様に、排泄部に対応する部位における吸収体にへたりが生
じ、排泄部に対するフィット性を向上させることができない。尚、特許文献２記載の吸収
性物品において、排泄部に対応する部位における吸収体にもエンボス凹部を設けた場合に
は、該部位における柔らかさが損なわれてしまう。
【０００５】
　従って、本発明の目的は、排泄部等に柔らかく且つ良好にフィットさせることができ、
着用中においても、そのフィット性が良好に維持され、液の引き込み性にも優れた吸収性
物品を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、肌当接面、非肌当接面及びこれら両面間に介在された吸収体を有する吸収性
物品であって、前記吸収体は、上部吸収層と下部吸収層とが積層された積層部分を有して
おり、上部吸収層は前記肌当接面側に位置し、下部吸収層は前記非肌当接面側に位置して
おり、前記吸収体の前記積層部分は、０．５ｇ／ｃｍ 2  荷重下では下部吸収層の見掛け密
度が上部吸収層の見掛け密度よりも低く、２０ｇ／ｃｍ 2  荷重下では下部吸収層の見掛け
密度が上部吸収層の見掛け密度と同一になるか又は上部吸収層の見掛け密度よりも高くな
るようになされており、
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上部吸収層は、肌当接面側の面が平坦である請求項１又は２記載の吸収性物品。

前記積層部分において、上部吸収層の下部吸収層側の面の対平面
接触面積が、下部吸収層の上部吸収層側の面の対平面接触面積よりも小さく、２０ｇ／ｃ
ｍ 2  荷重下において、下部吸収層は、上部吸収層に接触した接触部分の密度が上部吸収層
に接触していない非接触部分の密度より高くなっており、且つ前記非接触部分が、吸収体



を提供することにより上記の目的を達成したものである。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明の吸収性物品は、排泄部等に柔らかく且つ良好にフィットさせることができ、着
用中においても、そのフィット性が良好に維持され、液の引き込み性にも優れたものであ
る。　　　
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　以下、本発明をその好ましい実施形態に基づき説明する。
　本発明の一実施形態としての生理用ナプキン１（以下、本ナプキン１ともいう）は、図
１及び図２に示すように、肌当接面２、非肌当接面３及びこれら両面間に介在された液保
持性の吸収体４を有している。肌当接面２は、着用時に着用者の肌側に向けられる面であ
り、非肌当接面３は、着用時に着用者の肌側とは反対側に向けられる面である。
　本ナプキン１における肌当接面２は、液透過性の表面シート２１が構成し、非肌当接面
３は、液不透過性の裏面シート３１が構成する。吸収体４は、表面シート２１と裏面シー
ト３１との間に固定されている。本ナプキン１は、長手方向及び幅方向を有する形状を有
している。表面シート２１は、吸収体４の両側縁部近傍において、接着剤等により裏面シ
ート３１に接合されている。表面シート２１及び裏面シート３１は、ナプキン１の長手方
向両端部においてヒートシール等により互いに接合されてエンドシール部１１を形成して
いる。
　非肌当接面３を形成する裏面シート３１には、粘着剤が所定形状に塗工されており、ズ
レ止め層（図示せず）が形成されている。ズレ止め層は、ナプキン１をショーツ等の装着
具に固定するためのもので、剥離紙や剥離処理された個装用シート（図示せず）により使
用時まで保護されている。
【０００９】
　ナプキン１における表面シート２１及び裏面シート３１それぞれの形成材料としては、
それぞれ生理用ナプキン、パンティライナー、失禁パッド等の吸収性物品に用いられてい
るものを特に制限なく用いることができ、例えば、表面シートとしては、エアスルー不織
布、スパンボンド不織布等に界面活性剤により親水化処理をおこなったもの、またその開
孔シートや、開孔フィルムを好ましく用いることができる。裏面シートとしては、非透湿
のフィルムシートや、透湿フィルムシートの他に、ＳＭＳなどの不織布や透湿フィルムと
の複合物を用いることができる。
【００１０】
　吸収体４の形成材料としては、繊維集合体又はこれと高分子吸水ポリマーとを併用した
もの等を好ましく用いることができる。繊維集合体を構成する繊維としては、パルプ繊維
等の親水性繊維や、合成繊維（好ましくは親水化処理を施したもの）等を用いることがで
きる。繊維集合体又はこれと高分子吸水ポリマーとを併用したもの等は、ティッシュペー
パや透水性の不織布等からなる透水性の被覆シートで被覆されていても良い。高分子吸水
ポリマーは、層状に存在させても、パルプ繊維等と混合された状態としても良い。高分子
吸水ポリマーは自重の２０倍以上の液体を吸収して保持し得る保持性能を有し、ゲル化す
る性質を有する粒子状のものが好ましく、例えば、デンプン－アクリル酸（塩）グラフト
共重合体、デンプン－アクリロニトリル共重合体のケン化物、ナトリウムカルボキシメチ
ルセルロースの架橋物、アクリル酸（塩）重合体などが好ましく挙げられる。
【００１１】
　本ナプキン１における吸収体４は、図１及び図２に示すように、ナプキン１の幅方向の
中央部に、上部吸収層４１と下部吸収層４２とが積層された積層部分４０を有している。
積層部分４０において、上部吸収層４１は肌当接面２側に位置し、下部吸収層４２は非肌
当接面３側に位置している。本ナプキン１における積層部分４０は、ナプキン１の長手方
向においては、前端部又は後端部にやや偏倚した位置に形成されている。
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の厚み方向における前記接触部分と上部吸収層との接触境界面の位置を越えて上部吸収層
側に入り込んでいる吸収性物品



　本ナプキン１における積層部分４０は、着用時に着用者の排泄部に対向配置される排泄
部対向部に形成されている。積層部分４０の位置は、着用者の排泄部に対応する部位が、
ナプキン１や他の吸収性物品において、どの位置に存在するか等に応じて適宜に決定でき
る。
【００１２】
　本ナプキン１における吸収体４の積層部分４０は、０．５ｇ／ｃｍ 2荷重下では、下部
吸収層４２の見掛け密度が上部吸収層４１の見掛け密度よりも低いが、２０ｇ／ｃｍ 2荷
重下では、下部吸収層４２の見掛け密度が、上部吸収層４１の見掛け密度と同一になるか
又は上部吸収層４１の見掛け密度よりも高くなるようになされている
　０．５ｇ／ｃｍ 2の荷重下とは、装着前または装着開始時のナプキン（吸収性物品）を
肌に軽く接触させた状態における圧力を想定したものである。２０ｇ／ｃｍ 2荷重下とは
、ナプキン（吸収性物品）をショーツ等の装着具に固定して着用した状態における圧力を
想定したものである。どちらも静止状態を想定している。
【００１３】
　ナプキン１においては、０．５ｇ／ｃｍ 2荷重下（以下、低圧下ともいう）における下
部吸収層４２の見掛け密度を上部吸収層４１の見掛け密度よりも低くしてあるため、ナプ
キン１を装着する際には、上部吸収層４１に押圧されて下部吸収層４２が厚み方向に柔軟
に変形し、そのため、積層部分４０が着用者の肌に当たる感触が柔らかく、また、その良
好な変形性により排泄部等に良好にフィットさせることができる。
　また、排泄された液がスムーズに上部吸収層４１に取り込まれ、さらに、上部吸収層４
１が吸液しても該上部吸収層４１がへたりにくく、上部吸収層４１ないし積層部分４０の
厚みや形状が着用中安定に維持される。そのため、着用中における、積層部分４０の排泄
部等に対するフィット性が良好に維持される。
【００１４】
　他方、２０ｇ／ｃｍ 2荷重下（以下、装着状態下ともいう）においては、下部吸収層４
２の見掛け密度が、上部吸収層４１の見掛け密度と同一になるか又は上部吸収層４１の見
掛け密度よりも高くなるため、装着状態においては、密度勾配により、上部吸収層４１か
ら下部吸収層４２に液がスムーズに引き込まれる。そのため、吸収体４がある程度の液を
吸収した状態においても、吸収体４から肌当接面への液戻り（ウエットバック）等の不都
合が生じにくく、さらっとした快適な着用感が得られる。
【００１５】
　上部吸収層４１の吸液後のへたりを防止しつつ、ナプキン１を装着する際の柔軟性やフ
ィット性を向上させる観点、更には、低圧下と装着状態下とで上部吸収層４１と下部吸収
層４２との間の見掛け密度の逆転（同一となる場合を含む）を可能とし、下部吸収層４２
への液の良好な引き込み性を実現させる観点から、低圧下において、積層部分４０におけ
る上部吸収層４１の見掛け密度ρＡは、０．０５～０．２５ｇ／ｃｍ 3が好ましく、０．
０８～０．２０ｇ／ｃｍ 3がより好ましく、０． 1０～０．１５ｇ／ｃｍ 3が更に好ましく
、下部吸収層４２の見掛け密度ρＢは、０．０５～０．２０ｇ／ｃｍ 3が好ましく、０．
０５～０．１５ｇ／ｃｍ 3がより好ましく、０．０８～０．１２ｇ／ｃｍ 3が更に好ましく
、両者の比（ρＡ／ρＢ）は、１．０５～５．０が好ましく、１．１～３．０がより好ま
しく、１．２～２．０が更に好ましい。
【００１６】
　装着状態下に、優れた液の引き込み性や液戻り防止性を実現すると共に、低圧下に、前
記ρＡ＞ρＢの関係を成立させる観点から、装着状態下において、積層部分４０における
上部吸収層４１の見掛け密度ρＡ’は、０．０５～０．２５ｇ／ｃｍ 3が好ましく、０．
０８～０．２０ｇ／ｃｍ 3がより好ましく、０． 1０～０．１５ｇ／ｃｍ 3が更に好ましく
、下部吸収層４２の見掛け密度ρＢ’は、０．０７～０．３ｇ／ｃｍ 3が好ましく、０．
１０～０．２５ｇ／ｃｍ 3がより好ましく、０．１２～０．２０ｇ／ｃｍ 3が更に好ましく
、両者の比（ρＡ’／ρＢ’）は、０．２０～１．０、特に０．３～０．９０であること
が好ましい。
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【００１７】
　更に、低圧下と装着状態下での液引き込み性の変化が少なく（即ち液引き込み性が安定
化）、形状変化を抑え局部のフィット性を安定化させる観点から、上部吸収層４１におけ
る、低圧下と装着状態下との見掛け厚みの比（ρＡ／ρＡ’）は、１．０～２．０が好ま
しく、１．０５～１．５がより好ましく、１．０５～１．３が更に好ましい。クッション
性が良く上部吸収層４１から下部吸収層４２への液移動性を良好とする観点から、下部吸
収層４２における、低圧下と装着状態下との見掛け厚みの比（ρＢ／ρＢ’）は、１．１
～３．０、特に１．２～２．５であることが好ましい。
【００１８】
　上部吸収層４１及び下部吸収層４２の見掛け密度の測定方法は、以下のようにしておこ
なう。
＜荷重下の見掛け密度の測定方法＞
　吸収体の積層部分を、圧縮試験機（例えば、カトーテック製のハンディ圧縮試験機「Ｋ
ＥＳ－Ｇ５」等）を用いて、０．２ｍｍ／ｓｅｃの速度で厚み方向に、荷重が２０ｇ／ｃ
ｍ 2となるまで圧縮する。荷重が０．５ｇ／ｃｍ 2なった時点及び２０ｇ／ｃｍ 2となった
時点の積層部分の厚みを各々チャート図より計測する（または、圧縮試験機のデータをコ
ンピュータ等で読み取り可能に設定し計測する）。測定は、３つのサンプルを用いて計３
回行い、平均結果を各々の時点における「見掛け厚み」とする。次いで、吸収体の積層部
分を切断し（この際、切断面の状態が切断前と変わらないよう鋭い刃物を用いる等して切
断する。フェザー安全剃刀（株）品番ＦＡＳ‐１０を用いた）、アクリル板等で上面／下
面を挟み込み、荷重を調整することで各時点における「見掛け厚み」に切断面を合わせる
。これを、それぞれキーエンス製、マイクロスコープ（ＶＨ８０００）で観察して、上部
吸収層の上面（肌当接面側の面）から境界面及び下部吸収層の境界面から非肌当接面まで
の厚みをそれぞれ測定した。また、上部吸収層と下部吸収層の重量をそれぞれ測定し、そ
の測定重量と上述のようにして測定した厚みとから、各荷重下における見掛け密度を求め
た。
【００１９】
　本ナプキン１においては、図２及び図３に示すように、積層部分４０における上部吸収
層４１にエンボス加工が施されており、これにより、上部吸収層４１の密度が（エンボス
加工部以外でも）高められており、荷重が増大しても密度の変化が少なくなされている。
　具体的には、積層部分４０における上部吸収層４１の下部吸収層４２側の面に、エンボ
ス加工により多数の平面視円形の圧搾凹部４１ａを形成してある。他方、下部吸収層４２
における上部吸収層４１に対応する部分には、そのようなエンボス加工は施されておらず
、そのため、積層部分４０における下部吸収層４２は、上部吸収層４１により押圧される
と容易に厚みが減少して密度が大きく増大する。圧搾凹部４１ａの密度は、０．２～０．
７ｇ／ｃｍ 3、さらに０．４～０．６ｇ／ｃｍ 3であることが、液の引き込み性を高める点
から好ましい。
【００２０】
　積層部分４０における上部吸収層４１のパルプ坪量は、１００～５００ｇ／ｍ 2、特に
２００～４００ｇ／ｍ 2であることが好ましく、低圧下における上部吸収層４１の厚みは
、１～５ｍｍ、特に２～４ｍｍであることが好ましい。
　積層部分４０における下部吸収層４２の坪量は、５０～４００ｇ／ｍ 2、特に２００　
～３００ｇ／ｍ 2であることが好ましく、低圧下における下部吸収層４２の厚みは、０．
５～４ｍｍ、特に１～３ｍｍであることが好ましい。
【００２１】
　本ナプキン１においては、上述したように、積層部分４０における、上部吸収層４１の
下部吸収層４２側の面には圧搾凹部４１ａが形成されていることによって、上部吸収層４
１の下部吸収層４２側の面の対平面接触面積（上部吸収層４１の接触面積ともいう）が、
下部吸収層４２の上部吸収層４１側の面の対平面接触面積（下部吸収層４２の接触面積と
もいう）よりも小さくなっている。対平面接触面積とは、上部吸収層と下部吸収層とが、

10

20

30

40

50

(5) JP 4014585 B2 2007.11.28



両者の境界部で相手方の面（平面と仮定する）を押圧する部分の面積である。
【００２２】
　上部吸収層４１の接触面積が下部吸収層４２の接触面積より小さいことにより、装着状
態においては、上部吸収層４１が小さな面積で下部吸収層４２を部分的に強く圧縮するこ
とができる。これは、上部吸収層に加わる荷重と下部吸収層に伝わる荷重がほぼ同じであ
ると考えた場合、上部吸収体の接触面積が境界面で小さくなされているため、実際の接触
部分において接触面積が減じられた分より大きな荷重がかかるためである（更には、下部
吸収層へ伝わる荷重は上部吸収層の分増えると考えられる）。これにより、下部吸収層に
おける接触部分の密度が大きくなり、未エンボスであることによる密度の増大の効果と相
まって、液の引き込み性が一層向上する。
【００２３】
　上部吸収層４１の接触面積の低減させる手段（接触面積低減手段ともいう）としては、
エンボス加工以外に、貫通孔加工、接着剤含侵等を用いることができるが、エンボス加工
を接触面積低減手段とすることが、吸収容量を減らすことなく、全体の密度を高める事が
でき、更に吸収体の中にエンボス部分に向かって徐々に密度が高まっており、しかも剛性
の高い構造（柱構造）を作ることが、液の引き込み性が高く、液吸収時にパルプがへたっ
てしまうことなく、体にフィットする点で特に好ましい。
　上部吸収部と下部吸収部の微小領域での接触状態は、下部吸収層の一部が上部吸収部の
圧搾凹部では、境界（仮想）面を越え周囲に比べて低い密度を形成して部分的に緩やかに
接触していると考えられるが、上部吸収体から下部吸収体の液移動は、上部吸収体の圧搾
凹部以外でおこなわれると考えられるため、吸収性に関する影響は特にないと考えている
。
【００２４】
　上部吸収層４１及び下部吸収層４２の対平面接触面積は、それぞれ以下のようにして測
定される。
＜上部吸収層４１の接触面積の測定方法＞
　上部吸収層の接触面積は、以下の方法で測定する。サンプルを６０ｍｍ×１００ｍｍの
大きさで切り出し、三菱鉛筆（株）社製のスタンプ台 [ユニスタンプ（商品名）、赤色、
スタンプ部大きさ６５ｍｍ×１０５ｍｍ ]上に、サンプルの下部吸収層側の面をスタンプ
側として載せ、厚さ５ｍｍのアクリル板（８０ｍｍ×１２０ｍｍ）と重りにより加圧した
状態で３０秒間静置する。この際、アクリル板と重りの合計重量は、１．２ｋｇ（２０ｇ
／ｃｍ 2相当）に調整する。スタンプ台及び重りを取り除いた後、サンプルの下部吸収層
側の面（スタンプにより着色された面）の画像を取り込む。画像の取り込みには、サンプ
ルの中央部を使用し、光源として [サンライトＳＬ -230Ｋ 2；ＬＰＬ（株）社製 ]を２台使
用し、ＣＣＤカメラ（ＨＶ -37；日立電子（株）社製）とレンズ（Ｎｉｋｏｎ製　Ａｉ  Ａ
Ｆ  Ｎｉｋｏｌ  ２４ｍｍＦ２．８Ｄ）をＦマウントにより接続し、Ｎｅｘｕｓ製ＮｅｗＱ
ｕｂｅ（Ｖｅｒ．４．２２）を用いて画像の取り込み・処理をおこなった。画像の処理は
、「二値化」によりスタンプで着色されたエンボス以外の部分の面積を「接触面積率」と
して求める。（実際には、「手動二値化」の後、「穴埋め」「粒子除去」などのモフォロ
ジー処理をおこなって着色部分を適正化し、「粒子形状計測」により面積率＝「接触面積
率」を得る。面積率は、「着色部分のピクセル数」／「画面上の全ピクセル６４０×４８
０」×１００で求めた。）
【００２５】
＜下部吸収層４２の接触面積の測定方法＞
　下部吸収層については、非肌当接面側の面を上に向け、サンプルの上部吸収層側の面を
スタンプ側とする以外は、上述した上部吸収層４１の接触面積の測定方法と同様にして測
定する。
　上部吸収層における接触面積率は６０～１００％、特に７０～９５％、さらに８０～９
０％であることが好ましい。下部吸収層における接触面積率は、ほぼ１００％である。
【００２６】
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　本ナプキン１は、長手方向及び幅方向を有する形状を有しており、図２に示すように、
下部吸収層４２が、ナプキン１の長手方向及び幅方向のそれぞれにおいて積層部分４０か
ら外方に延出している。上部吸収層４１及び下部吸収層４２の一方を少なくとも幅方向に
延出させることで、ナプキン１の幅方向中央部に、積層部分４０が肌当接面側に突出した
隆起部を形成することができ、着用者の排泄部等に対するフィット性を向上させることが
できる。本ナプキン１においては、上述したように、排泄部に対応する部位に隆起部を形
成してあるが、これに代え、又はこれと共に、臀裂に対応する部位等に隆起部を形成する
こともできる。
【００２７】
　本ナプキン１においては、図２及び図３に示すように、下部吸収層４２における、積層
部分４０から外方に延出した部分４４にも、上述した上部吸収層４１の圧搾凹部４１ａと
同様の圧搾凹部４４ａが同様のエンボス加工により形成されている。積層部分４０からの
延出部分４４にも、エンボス加工により圧搾凹部４１ａを形成することで、下部吸収層４
２の面と平行な方向の液の拡散性を向上させることができ、表面からの液の引き込み力を
一層向上させることができる。これにより、肌当接面のさらっと感を一層向上させること
ができる。尚、積層部分４０から外方に延出した部分４４の対平面接触面積を、上部吸収
層４１の接触面積低減手段として上述した、エンボス加工以外の方法で手段で低減させた
場合も同様の効果が得られる。
【００２８】
　装着状態下において、上部吸収層が下部吸収層内に入りこむため、上部吸収層と下部吸
収層は、ずれにくくなり、特に図１の形態のように上部吸収層の方が小さい形態の場合に
は有効である。また、更に、図１の形態のように、下部吸収層との接触面に凹凸があるこ
とにより、一層、ずれにくくなる。
【００２９】
　本発明は、上記実施形態に制限されず、本発明の趣旨を逸脱しない範囲において種々変
更可能である。
　例えば、ナプキン１のように積層部分４０から下部吸収層４２を延出させるのに代えて
、図４（ｂ）に示すように、上部吸収層４１を延出させることもできる。その場合にも排
泄部に対応する部位等にフィット性に優れた隆起部を形成することができる。また、本発
明における吸収体は、図４（ｄ 示すように、積層部分４０のみからなるものであって
も良
　また、ナプキン１における吸収体４の下部吸収層４２に代えて、図４（ａ）に示すよう
に、積層部分４０における厚みと該積層部分４０から延出した部分の厚みとが均一な下部
吸収層４２を用いることもできる。尚、図４に示す吸収体については、上述したナプキン
１における吸収体と同様の構成部分には、ナプキン１に用いた符号と同一の符号を付して
ある。
【００３０】
　また、圧搾凹部４１ａ，４１ｂ，４４ａの平面視形状は、円形の他、楕円形、卵形、三
角形、長方形、正方形、星形、ハート形等の任意の形状とすることができる。また、各圧
搾凹部は、不連続のものに代えて平行線状あるいは格子状等の連続した形状のものとする
こともできる。また、これらの圧搾凹部とともに、防漏性を高めるため、ナプキンの積層
部分の両側部やその周囲に沿って、圧搾溝を形成することもできる。圧搾溝を形成すると
、圧搾凹部の液の引き込み性を維持しながら、高い防漏性を付与することができる。
【００３１】
　また、表面シートを延出し、裏面シートを被覆してもよい。また、両側部より延出した
フラップを形成し、下着のクロッチ部に撒きつけて固定したり、下着のお尻側で広げて用
いる形態にしてもよい。下部吸収層にエンボス加工が施されていてもよい。
　本発明の吸収性物品は、生理用ナプキンの他、パンティライナー、失禁パッド、使い捨
ておむつ等であっても良い。本発明は、特にショーツ等の装着具に固定して装着されるも
のに適している。
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【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】図１は、本発明の一実施形態としての生理用ナプキンを一部判断して示す平面図
である。
【図２】図２は、図１のＸ－Ｘ線断面を模式的に示す模式断面図であり、（ａ）は、実質
的に無荷重下の状態、（ｂ）は、装着状態を示す図である。
【図３】図３は、図１の生理用ナプキンにおける吸収体を、上部吸収層と下部吸収層に分
離して、そのそれぞれを、非肌当接面側から見た状態を示す平面図である。
【図４】図４は、本発明の他の実施形態における吸収体の幅方向の断面を示す模式断面図
である。
【符号の説明】
【００３３】
１　生理用ナプキン（吸収性物品）
２　肌当接面
２１　表面シート
３　非肌当接面
３１　裏面シート
４　吸収体
４０　積層部分
４１　上部吸収層
４１ａ　圧搾凹部（接触面積低減手段）
４２　下部吸収層
４４　積層部分から延出した部分
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